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④江府町消防団出初式

「江府町火災ゼロ」を

めざして

まちのうごき
（平成2年12月末）

世帯数　1，212　（－2）
人　口　4，677人（－12）
（男）　2，256人（－7）
（女）　2，421人（－5）
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質問と要望

▲一つの質問ごとに町長が答弁

「
第
一
回
チ
ロ
ル
の
里
小
学

生
ミ
ニ
議
会
」
が
1
2
月
12
日
午
前

9
時
よ
り
、
江
府
町
議
会
の
議
場

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
ふ
る
さ
と
創
生
「
ひ

と
づ
く
り
事
業
」
の
一
環
と
し
て

行
わ
れ
た
も
の
で
、
ミ
ニ
議
会
に

は
町
内
の
小
学
校
6
年
生
全
員

（
五
十
八
名
）
が
参
加
。
各
小
学

校
の
代
表
が
チ
ビ
ッ
コ
議
員
と
し

て
、
福
田
町
長
を
は
じ
め
町
執
行

部
に
対
し
て
町
づ
く
り
に
つ
い
て

質
問
や
要
望
を
行
い
ま
し
た
。

ミ
ニ
議
会
は
、
議
長
に
岡
田
奈

▲町内小学校6年生全員58名が真剣に討議

津
子
さ
ん
（
江
尾
小
学
校
）
、
書

記
に
徳
岡
敬
子
さ
ん
（
明
倫
小
学

校
）
と
谷
口
平
野
泰
理
く
ん
（
俣

野
小
学
校
）
を
選
出
し
て
開
会
。

ま
ず
、
八
名
の
チ
ビ
ッ
コ
議
員

が
質
問
に
立
ち
、
町
長
の
仕
事
や

苦
労
、
チ
ロ
ル
の
里
構
想
や
将
来

の
事
業
計
画
等
に
つ
い
て
聞
き
た

だ
し
、
一
間
ご
と
に
町
長
が
答
弁

を
行
い
ま
し
た
。

続
い
て
、
四
名
の
チ
ビ
ッ
コ
議

員
が
各
学
校
を
代
表
し
て
要
望
を

行
い
ま
し
た
。
道
路
整
備
や
防
犯

灯
の
設
置
、
ゴ
ル
フ
場
を
ど
に
よ

る
環
境
破
壊
へ
の
警
告
、
恵
ま
れ

た
自
然
条
件
を
生
か
し
た
観
光
開

発
、
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
の
誘
致
な
ど
大
人
顔
負
け
の
要

望
、
提
案
が
を
さ
れ
ま
し
た
。

各
学
校
区
そ
れ
ぞ
れ
具
体
的
を

要
望
事
項
は
違
い
ま
す
が
、
み
ん

な
が
期
待
し
て
い
る
こ
と
は
「
も

っ
と
住
み
良
い
町
づ
く
り
」
で
す
。

四
名
の
要
望
事
項
に
つ
い
て
、

ま
と
め
て
町
長
が
答
弁
を
行
い
ま

し
た
。
特
に
、
い
ま
全
国
的
に
問

題
と
を
っ
て
い
る
ゴ
ル
フ
場
開
発

に
つ
い
て
は
、
環
境
汚
染
、
破
壊

に
つ
を
が
ら
を
い
と
い
う
こ
と
を

条
件
と
し
て
引
き
受
け
、
地
元
で

の
働
き
場
の
拡
大
と
地
域
の
活
性

化
に
と
っ
て
は
必
要
を
こ
と
を
の

で
慎
重
に
検
討
し
た
い
、
と
答
弁

確
⑳

（
質
問
し
た

チ
ビ
ッ
コ
議
員
）関内あゆみ㌔　手島　宏樹くん

（江尾小）　　（江尾小）

佐々木修治くん

（明倫小）

弘、一感
山本　美枝㌔　鷲見　種子㌔

（俣野小）　　（明倫小）
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第240号

ふるさと創生「ひとづくり

「もっと住みよい
まちづくりを」

嘩＿・・

⑬

小学生

チビッコ議員が

▲一言一句をもらさずに

議長　岡田奈津子㌔（江尾小）

（
要
望
発
表
を
し
た
チ
ビ
ッ
コ
議
員
）

加藤　久子㌦　吉村　仁くん

（俣野小）　　（明倫小）

囲
川上　露香㌔　　山口　善弘くん

（米沢小）　　　（江尾小）

し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
チ
ビ
ッ
コ
議
員
の
意

見
も
参
考
に
し
て
、
住
み
良
い
町

づ
く
り
に
向
け
て
努
力
す
る
こ
と

を
約
束
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
各
課
長
が
そ
れ
ぞ
れ

の
課
の
仕
事
内
容
に
つ
い
て
説
明

を
行
い
ま
し
た
。

最
後
に
川
上
莱
穂
子
さ
ん
（
米

沢
小
学
校
）
が
、
全
児
童
を
代
表

し
て
ミ
ニ
議
会
の
お
礼
を
述
べ
、

約
2
時
間
に
わ
た
る
討
議
を
終
わ

り
ま
し
た
。

初
め
て
行
わ
れ
た
こ
の
ミ
ニ
議

会
。
チ
ビ
ッ
コ
議
員
に
も
戸
惑
い

が
あ
っ
た
よ
う
で
、
再
質
問
や
個

々
の
意
見
発
表
が
無
く
、
全
員
緊

張
ぎ
み
。
こ
の
ミ
ニ
議
会
は
、
今

後
毎
年
実
施
さ
れ
る
予
定
に
在
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
江
府
中
学
生
に
よ
る
ミ

ニ
議
会
も
平
成
2
年
度
ふ
る
さ
と

創
生
事
業
と
し
て
予
定
さ
れ
て
い

（
お
礼
の
言
葉
）

仲田　美果㌦　小椋ますみ㌔　加藤健太郎くん

（米沢小）　　　（米沢小）　　　（俣野小）

川上菜穂子㌦

（米沢小）

書記谷口平野事理くん（俣野小）と
徳岡　敬子㌦（明倫小）
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行
政
だ
よ
り

戯
9
月
～
1
2
月

平

第240号

○
総
務

行
政
座
談
会
を

1
1
月
1
5
日
宮
市
部
落

1
1
月
2
3
日
新
町
一
部
落

1
2
月
2
日
佐
川
部
落

1
2
月
9
日
袋
原
部
落

で
開
催
し
ま
し
た
。

部
落
住
民
か
ら
行
政
に
対
す
る

要
望
、
意
見
を
聞
く
と
と
も
に
交

流
の
場
と
し
ま
し
た
。

5
年
に
一
度
の
国
勢
調
査
が
1
0

月
1
日
を
調
査
日
と
し
て
全
国
一

斉
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
指
導
員
、

調
査
員
の
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
り

無
事
調
査
を
終
え
ま
し
た
。

調
査
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
か
っ
二
は
前
回
比
）

◎
世
帯
数
一
、
二
一
八
世
帯

（
△
七
二

◎
人
口
四
、
五
二
八
人

（
△
二
二
九
）

男
二
、
一
七
四
人

（
△
一
二
三
）

女
二
、
三
五
四
人

（
△
一
〇
六
）

1
0
月
1
6
日
、
平
成
2
年
度
日
野

郡
ブ
ロ
ッ
ク
明
る
い
選
挙
推
進
指

導
者
研
修
会
が
日
南
町
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
今
年
は
中
学
生
に
も
明

る
い
選
挙
に
つ
い
て
考
え
て
も
ら

う
た
め
、
日
南
中
学
生
を
含
め
約

二
五
〇
人
が
参
加
。
改
正
さ
れ
た

公
職
選
挙
法
や
こ
れ
か
ら
の
選
挙

の
あ
り
方
を
ど
、
明
る
い
選
挙
の

推
進
に
向
け
て
研
修
を
行
い
ま
し

た
。

ト凄涙■－
■i⊥　　＿ニ▼・一■－

▲火災予防運動、消防訓練

1
1
月
9
日
か
ら
ほ
日
ま
で
、
秋

の
火
災
予
防
運
動
が
全
国
一
斉
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
本
町
で
も
、
期

間
中
に
消
防
団
貝
に
よ
り
各
部
落

盛
⑳

水
利
、
機
関
の
点
検
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
防
火
態
勢
に
万
全
を

期
す
る
た
め
江
府
消
防
署
と
合
同

で
想
定
に
よ
る
消
防
訓
練
を
行
い

ま
し
た
。

○
同
和
対
策

1
0
日
1
2
日
、
倉
吉
福
祉
会
館
に

お
い
て
部
落
解
放
制
定
要
求
鳥
取

県
総
決
起
集
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
「
部
落
解
放
基
本
法
」

の
早
期
制
定
を
求
め
て
県
内
か
ら

約
一
千
人
が
参
加
、
本
町
か
ら
も

関
係
者
1
1
名
が
参
加
し
た
も
の
で

す
。

1
0
月
2
4
日
、
山
荘
甘
酒
茶
屋
に

お
い
て
町
同
和
推
進
協
議
会
指
導

者
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

各
支
部
役
員
、
農
協
職
員
、
町

職
員
を
ど
関
係
者
4
6
名
が
参
加
し

て
当
面
す
る
諸
問
題
な
ど
に
つ
い

て
討
議
、
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

○
企
画
開
発

本
年
度
の
電
源
支
援
事
業
「
チ

ロ
ル
の
里
梓
づ
く
り
構
想
策
定
」
の

一
環
と
し
て
、
1
0
月
5
日
、
日
輪
闇

に
お
い
て
研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。

講
師
に
福
野
輝
郎
氏
を
迎
え
、

『
江
府
町
総
合
地
域
開
発
と
「
チ

ロ
ル
の
里
」
構
想
に
つ
い
て
』
を

テ
ー
マ
に
講
演
を
い
た
だ
き
、
「
チ

ロ
ル
の
里
柁
づ
く
り
構
想
」
策
定

委
員
な
ど
3
0
名
が
研
修
を
行
い
ま

し
た
。

▲「チロルの里核づくり構想策定」講演会

▲人権週間（12／4～10）広報

○
民
生

1
0
月
2
3
日
、
埼
玉
県
大
宮
市
で

全
国
民
生
委
員
会
大
会
が
開
催
さ

れ
、
優
良
民
生
委
員
会
と
し
て
、

本
町
の
民
生
委
員
会
が
全
国
協
会

長
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

人
権
週
間
（
1
2
月
4
日
～
1
0
日
）

期
間
中
の
12
月
7
日
、
安
江
、
野

口
両
人
権
擁
護
委
員
の
協
力
を
得

て
、
広
報
車
に
よ
り
町
内
全
域
で

人
権
週
間
と
人
権
に
つ
い
て
の
広

報
を
行
い
ま
し
た
。

1
0
月
12
日
に
第
一
回
の
機
能
訓

練
教
室
を
開
催
し
て
以
来
、
1
1
月
、

1
2
日
と
毎
月
開
催
し
て
い
ま
す
。

こ
の
教
室
は
、
日
常
生
活
に
支

障
を
感
じ
て
い
る
人
を
対
象
に
行

っ
て
い
る
も
の
で
す
。
簡
単
な
ゲ
ー

ム
を
す
る
こ
と
に
よ
る
機
能
訓
練

と
、
日
ご
ろ
は
家
に
閉
じ
こ
も
り
が

ち
な
人
達
の
仲
間
づ
く
り
に
も
在

り
、
参
加
者
に
は
大
変
好
評
で
す
。

1
2
月
の
教
室
で
は
、
ク
リ
ス
マ

ス
ツ
リ
ー
を
作
り
、
ク
リ
ス
マ
ス

会
を
行
い
ま
し
た
。

1
2
月
3
日
、
日
野
町
江
府
町
日

商
町
衛
生
施
設
組
合
定
例
議
会
が

開
か
れ
、
平
成
元
年
度
会
計
決
算
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▲機能訓練教室のクリ

第240号

の
承
認
な
ど
2
議
案
に
つ
い
て
審

議
が
を
さ
れ
ま
し
た
。

6
月
1
2
日
か
ら
日
月
9
日
に
か

け
て
、
平
成
2
年
度
健
康
診
査
を

町
内
延
べ
3
4
か
所
で
実
施
し
ま
し

た
。
各
検
診
の
受
診
者
数
及
び
受

診
率
（
希
望
者
に
対
し
て
）
は
次

の
と
お
り
で
す
。

◇
子
宮
が
ん
検
診
四
三
三
人
（
7

9

・
3
0
％
）
◇
乳
・
甲
状
腺
が
ん
検

診
四
八
五
人
（
8
1
・
5
1
％
）
◇
基

本
健
康
診
査
（
4
0
歳
以
上
）
一
、

一
〇
一
人
（
8
5
・
0
2
％
）
◇
基
本

健
康
診
査
（
4
0
歳
未
満
）
六
一
人

（
40
・
6
6
％
）
◇
肺
が
ん
検
診
一

四
五
三
人
（
9
6
・
8
7
％
）
◇
結
核

検
診
一
、
五
九
八
人
（
9
3
・
6
7
％
）

◇
大
腸
が
ん
検
診
四
四
三
人
（
8
3

・
58
％
）
◇
か
く
た
ん
検
査
二

八
人
（
82
・
5
2
％
）
◇
胃
が
ん
検

診
五
八
二
人
（
6
9
・
3
7
％
）

○
建

ル
又

ニ
〓
R

会スマス

1
1
日
・
1
2
月
に
行
っ
た
建
設
工

事
関
係
の
指
名
競
争
入
札
の
結
果

は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
①
請
負
金
額
②
請
負
業
者
名
）

◇
佐
川
北
地
区
テ
レ
ビ
共
聴
施
設

設
置
工
事

①
八
九
五
万
円
②
㈱
八
興
電
機

◇
江
尾
井
手
改
修
工
事
（
横
断
道

交
付
金
事
業
）

①
九
五
万
円
②
㈲
江
川
組

◇
佐
川
谷
山
農
道
改
良
工
事

①
二
八
五
万
円
②
㈲
浜
本
組

◇
小
江
尾
大
井
手
改
修
工
事
（
横

断
道
交
付
金
事
業
）

①
三
九
〇
万
円
②
㈲
川
端
組

◇
町
道
江
尾
貝
田
三
の
沢
線
道
路

改
良
工
事

①
八
三
〇
万
円
②
㈲
沢
玉
組

◇
佐
川
谷
山
農
道
舗
装
工
事

①
二
六
〇
万
円
②
㈲
浜
本
組

◇
助
沢
竜
王
谷
水
路
改
修
工
事
測

量
設
計
委
託
業
務
（
横
断
道
交

付
金
事
業
）

①
一
九
〇
万
円
②
㈲
江
府
技
研

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

◇
町
道
佐
川
小
原
線
道
路
改
良
工

事
測
量
設
計
委
託
業
務

①
一
一
二
〇
万
円
②
㈱
ウ
エ
ス
コ

米
子
営
業
所

◇
小
江
尾
地
区
工
業
団
地
適
地
地

下
水
調
査
委
託
業
務

①
二
八
〇
万
円
②
㈱
ウ
エ
ス
コ

米
子
営
業
所

1
2
月
3
日
、
役
場
に
お
い
て
除

雪
会
議
を
行
い
ま
し
た
。
町
内
の

1
2
業
者
に
委
託
協
力
を
お
願
い
し

て
、
町
道
2
8
路
線
（
生
活
路
線
）
、

県
道
6
路
線
（
受
託
）
を
ど
総
延

長
7
8
・
5
k
m
を
除
雪
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

1
2
日
1
0
日
、
降
雪
に
備
え
て
除

雪
ト
ラ
ッ
〆
を
購
入
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
　
「
建
設
機
械
整
備
費
補

肋
事
業
」
　
に
よ
り
購
入
し
た
も
の

で
、
従
来
の
除
雪
ド
ー
ザ
Ⅰ
に
比

べ
て
ス
ピ
ー
ド
が
早
く
、
除
雪
時

…
叩
仙
・
■
仙
町
俸
W

間
の
大
幅
を
短
縮
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

購
入
価
格
一
、
一
二
二
〇
万
円

（
内
、
補
肋
金
七
五
六
万

六
千
円
）

納
入
業
者
島
根
日
野
自
動
車
㈱

○
農
林

9
日
3
0
日
、
鳥
取
県
主
催
に
よ

る
「
ウ
ッ
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
町
内
外
か

ら
一
八
〇
名
が
参
加
し
て
御
机
の

大
平
原
で
き
の
こ
狩
り
を
し
て
、

奥
大
山
の
森
林
浴
を
楽
し
み
ま
し

た
。

1
0
月
5
日
か
ら
3
日
間
、
東
京

の
国
技
館
で
国
土
庁
主
催
に
よ
る

「
都
市
と
山
村
全
国
交
流
フ
ェ
ア
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
4

3
都

府
県
が
参
加
し
て
、
情
報
交
換
や

特
産
品
の
販
売
を
行
い
郷
土
の
ピ

ー
ア
ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。

本
町
か
ら
も
特
産
品
を
出
展

し
て
ピ
ー
ア
ー
ル
に
努
め
ま
し

た
。

1
0
月
・
1
1
H
に
行
っ
た
農
林
事

業
関
係
の
指
名
競
争
入
札
の
結
果

は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
①
請
負
金
額
②
請
負
業
者
名
）

◇
柵
原
林
道
開
設
工
事
（
荒
t
ll
地

内
）

①
二
、
六
三
六
万
八
千
円

②
㈲
浜
本
組

◇
日
の
詰
集
落
公
閲
設
置
工
事

①
一
、
二
二
万
四
千
円

②
㈲
沢
玉
組

◇
下
蚊
屋
排
水
路
改
帽
工
事
（
横

断
道
交
付
金
事
業
）

①
四
二
二
万
．
二
千
円

②
㈲
江
川
組

◇
、
ヾ
二
総
パ
下
蚊
屋
水
路
改
修
工

事①
八
一
三
万
七
千
円

②
㈲
江
川
組

◇
御
机
水
路
改
修
工
事

①
一
、
二
八
五
万
四
千
円

②
㈲
川
端
組

◇
林
道
杉
谷
貝
田
線
開
設
工
事

①
二
、
〇
二
九
万
一
千
円

②
㈲
住
田
組

◇
団
体
営
瓜
菜
沢
農
道
改
良
舗
装

工
事

①
二
、
八
三
二
万
五
千
円

②
㈱
下
本
組

◇
毛
久
路
原
帽
地
は
揚
整
備
に
伴

う
地
積
測
鬼
委
託
業
務
（
貝
田

地
内
）

①
二
六
〇
万
円
②
㈲
江
府
技
研

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

◇
林
道
杉
谷
貝
田
線
開
設
工
事

（
ロ
ハ
田
工
区
）

①
二
、
九
二
五
万
二
千
円
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引
　
②
㈲
川
端
組

おめでとうございます

第240号

◇
農
村
地
域
改
善
対
策
事
業
湯
頭

団
地
は
場
整
備
工
事

①
二
、
六
九
八
万
六
千
円

②
㈲
川
端
組

○
商
工
観
光

1
0
月
2
0
日
、
米
子
産
業
体
育
館

に
お
い
て
　
「
第
5
回
中
国
五
県
商

工
会
む
ら
お
こ
し
物
産
展
」
が
開

催
さ
れ
、
本
町
か
ら
伯
者
天
神
ば

や
し
太
鼓
保
存
会
が
参
加
し
て
、

郷
土
芸
能
を
ピ
ー
ア
ー
ル
し
ま
し

た
。今

年
5
日
・
6
日
・
1
1
月
の
第

一
土
曜
日
、
日
曜
日
及
び
第
三
水

農
林
水
産
大
臣
表
彰

一
九
九
〇
年
世
界
農
林
業
セ
ン
サ
ス
功
績
者

金田　司‰
（下安井）

1
2
月
12
日
、
八
芳
園
（
東
京

都
港
区
）
に
お
い
て
、
二
月
一

日
を
調
査
日
と
し
て
実
施
さ
れ

た
一
九
九
〇
年
世
界
農
林
業
セ

ン
サ
ス
の
功
績
者
表
彰
式
が
行

わ
れ
、
当
町
か
ら
金
田
　
司
さ

ん
（
下
安
井
）
が
農
林
水
産
大

臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

金
田
さ
ん
は
、
一
九
八
五
年

農
業
セ
ン
サ
ス
に
続
き
、
再
び

調
査
員
と
し
て
調
査
の
円
滑
を

実
施
の
た
め
に
ご
尺
、
力
さ
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
国
勢
調
査
を
ど
幾
多

の
統
計
調
査
に
従
事
さ
れ
、
豊

富
な
知
識
と
経
験
を
生
か
し
た

調
査
事
務
の
正
確
さ
と
、
熱
意

あ
る
調
査
態
度
に
よ
り
、
こ
の

た
び
の
受
賞
と
怒
っ
た
も
の
で

す
。

感
⑳

曜
日
に
町
内
二
ヶ
所
で
実
施
し
た

車
両
通
行
調
査
の
結
果
が
ま
と
ま

り
ま
し
た
。
こ
の
調
査
結
果
は
、

観
光
客
の
動
向
及
び
各
種
資
料
と

し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。

◎
大
山
環
状
道
路

5
月
一
〇
、
二
五
三
台

二
一
八
五
％
）

6
月
　
　
三
、
二
三
九
台

（
八
八
・
九
％
）

1
1
日
一
〇
、
七
五
六
台

（
八
八
・
〇
％
）

調
査
日
一
日
最
高

八
、
二
四
台

二
一
九
・
〇
％
）

◎
国
道
一
八
一
号
線

5
月
　
二
三
、
九
八
七
台

（
一
三
一
・
五
％
）

6
月
一
四
、
五
七
〇
台

（
一
〇
三
・
五
％
）

1
1
月
　
二
〇
、
四
一
五
台

（
九
八
・
八
％
）

調
査
一
日
最
高一

〇
、
五
五
六
台

二
二
一
・
一
％
）

※
カ
ッ
コ
内
は
対
前
年
比

○
教
　
　
育

1
0
月
2
0
日
、
放
上
原
裕
臣
氏
の

後
任
と
し
て
野
田
茂
氏
（
新
町
二

丁
目
）
を
文
化
財
保
護
審
議
委
員

に
任
命
し
ま
し
た
。
任
期
は
平
成

4
年
3
月
禾
ま
で
で
す
。

1
0
月
2
7
日
、
第
5
回
国

民
文
化
祭
愛
媛
9
0
の
民
俗

芸
能
の
部
が
宇
和
島
市
で

開
催
さ
れ
、
鳥
取
県
の
代

表
民
俗
芸
能
と
し
て
下
蚊

屋
の
荒
神
神
楽
が
参
加
し

ま
し
た
。

日
月
2
日
か
ら
三
日
間
、

町
山
村
開
発
セ
ン
タ
1
を

主
会
場
に
、
恒
例
の
江
府

町
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
町
内
各
種
団
体
、

個
人
か
ら
多
数
の
出
展
が

あ
り
、
約
五
五
〇
名
の
参

観
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
文
化
祭
行
事
と

し
て
、
1
2
日
1
日
に
は
下

蚊
屋
出
身
の
大
岩
道
也
氏

を
迎
え
て
、
江
府
中
学
校

▲大岩道也氏オペラリサイタル

体
育
館
で
オ
ペ
ラ
リ
サ
イ
タ
ル
を

開
催
し
ま
し
た
。
中
学
生
を
は
じ

め
町
民
約
三
〇
〇
名
が
本
場
の
オ

ペ
ラ
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。

1
1
月
1
5
日
、
平
成
3
年
度
小
学

校
入
学
予
定
者
の
就
学
前
健
康
診

断
を
実
施
し
ま
し
た
。
来
年
の
入

学
予
定
者
は
、
四
十
六
名
で
す
。

町
民
の
健
康
増
進
と
親
睦
の
た

め
、
1
0
月
か
ら
㍑
月
に
か
け
て
実

施
し
た
社
会
体
育
事
業
は
次
の
と

㌧
⑳

お
り
で
す
。

◇
1
0
月
2
0
日

第
一
回
職
域
対
抗
テ
ニ
ス
大
会

参
加
者
5

0
名

◇
1
1
月
4
日

第
十
一
回
町
民
バ
レ
ー
大
会

参
加
者
三
七
〇
名

◇
1
1
月
1
5
日

第
2
9
回
町
民
卓
球
大
会
（
職
域

の
部
）
参
加
者
一
四
〇
名

◇
12
月
2
日

第
2
9
回
町
民
卓
球
大
会
（
地
域

の
部
）
参
加
者
一
一
六
名
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け
　
生
田
区
長
を
は
じ
め
と
す
る
地
元

1
2
月
1
7
日
、
久
遠
部
落
に
小
型

消
防
ポ
ン
プ
が
配
備
さ
れ
、
自
衛

消
防
力
が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
従
来
の
小
型
ポ
ン
プ

（
昭
和
4
4
年
購
入
）
　
の
老
朽
化
に

と
も
を
い
、
こ
の
た
び
新
調
さ
れ

た
も
の
で
す
。

久
連
公
民
館
に
お
い
て
、
午
前

1
0
時
3
0
分
よ
り
配
備
式
を
行
い
、

▲配備式を行ない安全を祈願

おたのしみ会

クリスマス会

一子供の国保育園－

ま
た
、
1
2
月
2
5
日
に
は
、
ク
リ

ス
マ
ス
会
。
福
田
町
長
扮
す
る
サ

ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が
、
全
園
児
を
前

に
隠
し
芸
の
手
品
を
披
露
。
珍
し

い
芸
に
感
心
し
た
り
、
驚
い
た
り
。

隠
し
芸
の
あ
と
は
、
サ
ン
タ
ク

ロ
ー
ス
か
ら
園
児
一
人
ひ
と
り
に

ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
手
渡

さ
れ
、
た
の
し
い
ク
リ
ス
マ
ス
会

と
な
り
ま
し
た
。

▲サンタクロースがやってきた

新型ポンプで

消防力を強化

一久連部落に配備－

部
落
お
よ
び
町
関
係
者
の
出
席
の

も
と
、
神
事
（
人
魂
式
）
を
行
い

小
型
消
防
ポ
ン
プ
の
安
全
を
祈
嚇

し
ま
し
た
。

こ
の
小
型
消
防
ポ
ン
プ
は
、
平

成
2
年
度
防
災
ま
ち
づ
く
り
事
業

に
よ
り
導
入
さ
れ
た
も
の
で
、
そ

の
事
業
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
規
格
B
2
級

②
名
称
シ
バ
ウ
ラ
消
防
ポ
ン
プ

・
T
F
4

0
型

③
性
能
最
高
出
力
4
3
馬
力

放
水
量
毎
分
1
・
1
ノ

④
納
入
老米

子
消
防
器
具
商
会

⑤
事
業
費
二
三
万
七
千
円

⑥
財
源
内
訳

地
域
総
合
整
備
事
業
債

一
〇
〇
万
円

1
2
月
2
1
日
、
子
供
の
国
保
育
園

で
は
恒
例
の
　
「
わ
た
の
し
み
会
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

歌
や
ダ
ン
ス
、
劇
を
ど
を
披
露

ス
ピ
ー
ド
ひ
か
え
て
安
全
運
転
を

年
末
の
交
通
安
全
サ
ン
タ
舟
か
ー
作
戦

▲おたのしみ会（12／21）

町
債

三
万
七
千
円

し
て
、
保
育
園
の
講
堂
を
う
め
つ

く
し
た
保
護
者
を
ど
か
ら
喝
釆
を

あ
び
ま
し
た
。

ク
リ
ス
マ
ス
を
間
近
か
に
控
え

た
1
2
月
1
9
日
、
国
道
一
八
二
号
線

の
柿
原
入
り
口
で
　
「
サ
ン
タ
ス
ロ

ー
作
戦
」
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
年
末
の
交
通
安
全
県

民
運
動
（
1
2
月
1
5
日
か
ら
出
目
）

に
あ
わ
せ
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、

交
通
安
全
指
導
員
連
絡
協
議
会
、

交
通
安
全
母
の
会
、
交
通
安
全
協

議
会
な
ど
か
ら
約
2
0
名
が
参
加
。

溝
口
警
察
署
の
指
導
の
も
と
、
下

村
助
役
扮
す
る
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス

が
、
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

行
き
交
う
ド
ラ
イ
バ
ー
に
手
渡
し

て
、
安
全
運
転
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。昨

年
末
に
は
、
交
通
事
故
続
発

し
、
県
下
に
　
「
交
通
死
亡
事
故
多

発
警
報
」
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

冬
の
間
は
雪
や
凍
結
に
よ
り
路
面

が
滑
り
や
す
く
を
っ
て
い
ま
す
。

安
全
運
転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

▲サンタクロースが安全運転を呼びかけ
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あ
る
学
校
を
目
指
し
て

無菌室でバイオテクノロジー（生物工学）の実習、品種改良や増産に役立てる

日
野
町
黒
坂
に
あ
る
県
立
日
野

産
業
高
等
学
校
（
秋
藤
宏
之
校
長
、

一
九
八
人
）
は
、
昨
年
で
創
立
七

十
周
年
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、

校
舎
、
体
育
館
等
す
べ
て
の
施
設

設
備
が
整
備
さ
れ
、
生
徒
た
ち
は
、

新
し
い
気
持
で
勉
強
に
励
ん
で
い

ま
す
。

同
校
は
、
大
正
九
年
に
郡
立
農

林
学
校
と
し
て
創
立
さ
れ
、
幾
多

の
変
遷
を
経
て
現
在
に
至
り
ま
し

た
が
、
一
貫
し
て
、
地
域
に
根
ざ

し
た
職
業
高
校
と
し
て
発
展
し
、

郡
民
に
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

現
在
、
二
学
科
で
∵
「
産
業
技

術
科
」
は
農
業
、
商
業
、
工
業
を
一

本
化
し
た
産
業
の
基
礎
を
学
習
。

ま
た
、
「
商
業
科
」
は
情
報
、
サ

ー
ビ
ス
経
済
に
対
応
で
き
る
よ
う

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
導
入
す
る
を

ど
特
色
あ
る
学
校
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

生
徒
た
ち
は
、
良
い
環
境
の
も

と
で
、
明
る
く
学
校
生
晴
を
送
り
、

先
輩
の
築
い
た
伝
統
を
守
り
育
て

よ
う
と
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

種をまき苗を育てる米作り実習

産
業
技
術
科
に
入
学
し
て

産
業
技
術
科
一
年

森
　
田
　
宏
一

今
、
僕
は
産
業
技
術
科
に
学
ん

で
い
ま
す
。
産
業
基
礎
と
い
う
科

目
の
中
で
米
作
り
、
機
械
整
備
、

ワ
ー
プ
ロ
を
ど
農
・
工
・
商
業
の

基
礎
と
在
る
知
識
、
技
術
を
体
験

し
ま
し
た
。
そ
し
て
二
年
次
よ
り

コ
ー
ス
で
、
よ
り
専
門
的
を
学
習

を
し
ま
す
。

バ
イ
オ
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
な
ど

い
ろ
い
ろ
勉
強
し
て
み
た
い
の
で

す
が
、
将
来
の
事
を
考
え
、
電
気

電
子
技
術
を
学
ぶ
シ
ス
テ
ム
機
械

コ
ー
ス
を
選
択
し
、
今
以
上
に
一

生
懸
命
頑
張
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
。

全ての施設設備が新しくなった日野産高ト
（7千余人の卒業生を送り出す）
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伝統と未来に生きる

日野産高

学校長　秋藤宏之

地域に信柏される職業高校、それは

将来地域を支える人材を養成すること

にあります。

私たちの草本交は、創立70周年を迎え

11日27日に記念式典をあげました。教

育環境はすべて一新され、21世紀に生

きるにふさわしい施設設備が整備され

ました。

地域の活性化を出発点にして、わが

地域、わが町を守り、自分の豊かを生

き方を育むことに教育のねらいがあり

ます。

そのための教育計直lとして、産業技

術科、商業科が5コースで展開され、

そこに有効なコンピューター教育があ

り、バイオ技術があり、地域産業との

結びつきがあります。

かくして地域に根づいた高校として、

一層発展をさせていかをければと思っ

ています。

端末20台を備えた汎用コンピュータ（開放講座も）

枝打ち実習栓日脚靴コンクール間組

男女が共に学ぶ食物実習

フ
ラ
ス
コ
で
生
長
点
を
培
養

、ト1

ヽ　イ
■二′¶〆－

ヽも．ね、
鶏のくん製やハムを作る食品加工

日南町神戸上（三本槻牧場では、牛や豚を餌育し実習

本
校
の
情
報
処
理
教
育
施
設

商
業
科
三
年

水
下
淳
一

本
校
の
情
報
処
理
教
育
の
施
設

と
し
て
、
ワ
ー
プ
ロ
2
7
台
、
パ
ソ

コ
ン
2
7
台
、
汎
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

と
そ
の
端
末
機
2
0
台
が
設
置
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

僕
は
、
中
学
校
の
頃
か
ら
ワ
ー

プ
ロ
を
使
っ
て
お
り
、
ワ
ー
プ
ロ

は
得
意
を
分
野
で
、
自
由
自
在
に

い
ろ
い
ろ
を
文
書
を
作
っ
て
い
ま

す
。一

、
二
年
生
も
本
校
の
施
設
を

フ
ル
に
活
用
し
て
、
社
会
の
情
報

化
に
対
応
で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て

欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

1関係者500人が出席して創立70周年を祝う
（11月27日）



第240号

所得税の確定申告

正しく、お早めに

今
年
も
、
二
月
十
六
日
か
ら
、
所
得
税
の
確
定
申
告
が

始
ま
り
ま
す
。

所
得
税
は
、
あ
を
た
自
身
が
所
得
や
税
額
を
計
算
し
納

付
す
る
申
告
納
税
制
度
を
と
っ
て
お
り
、
確
定
申
告
は
、

税
金
の
精
算
手
続
き
で
あ
る
と
と
も
に
、
あ
な
た
の
昨
年

一
年
間
の
事
業
な
ど
の
収
支
の
総
決
算
で
す
。
事
業
を
営

ん
で
い
る
人
は
も
ち
ろ
ん
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
も
、
確
定

申
告
を
し
を
け
れ
ば
な
ら
を
い
人
は
、
所
得
金
額
や
税
額

を
正
し
く
計
算
し
、
で
き
る
だ
け
早
め
に
申
告
を
お
済
ま

せ
下
さ
い
。

期
限
を
過
ぎ
て
申
告
さ
れ
ま
す
と
本
税
の
ほ
か
に
加
算

税
や
延
滞
税
が
か
か
り
ま
す
。

確
定
申
告
で
お
分
か
り
に
を
ら
な
い
点
は
、
税
務
署
ま

た
は
役
場
総
務
課
課
税
係
で
お
尋
ね
下
さ
い
。

◇
確
定
申
告
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
人

〇
一
般
の
人

・
商
業
、
工
業
、
医
業
、
農
業

漁
業
を
ど
を
営
ん
で
い
る
人

・
地
代
、
家
賃
、
配
当
、
不
動

産
の
売
却
を
ど
の
所
得
の
あ

る
人

2
年
中
の
各
種
所
得
金
額
の
合

計
額
が
、
基
礎
控
除
、
配
偶
者
控

除
、
配
偶
者
特
別
控
除
、
扶
養
控

除
、
そ
の
他
の
所
得
控
除
の
合
計

額
を
越
え
る
人
は
必
ず
申
告
し
を

け
れ
ば
在
り
ま
せ
ん
。

＊
昨
年
、
新
し
く
開
業
さ
れ
た
人

納　 税　 相　 談　 日　 程　　 会 場　 江 府 町 役 場 二 階 会 議 室

月 日 曜 日 午　　　　　　　 前 午　　　　　　 後

2 26 火 荒　 田 ・半 ノ上 ・宮 ノ前 ・高　 谷 8 ：30～11 ：00 下安井 13 ：00～16 ：00

27 水 武　 庫 ・新　 道 ク 洲河崎 ・∵　 旦 〃

28 木 営　 庶　 業 ・ 譲　 渡 ・ 山　 林　　　　　　　　　　　　　　　　　 （終　　 日）

3 1 金 助　 沢 ・粟　 尾 ・下蚊屋 8 ：30～11 ：00 宮　 市 ・宮市原 13 ：00～16 ：00

2 土 大河原 ・御　 机 ・笠 長原 ケ

4 日 美　 用 ・小　 原 ケ 本　 五 13 ：00～16 ：00

5 火 尾上原 ・目ノ詰 ・深 山口 ク 本　 一
ク

6 水 i也の内 ク 貝　 田 ク

7 木 大　 方 ・小江尾 ・西　 成 ・袋　 原 ク 本　 三 ・本　 四 ・杉　 谷 ク

8 金 佐　 川 ク 久　 遠 ・本　 二 ク

11 月 吉　 原 ・柿　 原 ノン 新　 一 ・新　 二 ク

12 火 農　 業　 青　 色　 申　 告　　　　　　　　　　　　　　　　　 （終　 日）

13 水 農　 業　 青　 色　 申　 告　　　　　　　　　　　　　　　　　 （終　 日）

⑳

Soumu
四角形

Soumu
四角形



第240号

や
昨
年
ま
で
申
告
義
務
の
を
か
っ

た
人
は
、
も
う
一
度
所
得
を
確
か

め
て
み
て
下
さ
い
。

（
参
考
）

2
年
分
の
所
得
金
額
が
、
次
の

額
を
越
え
る
場
合
に
は
申
告
が
必

要
で
す
。

・
独
身
者
の
場
合
　
三
十
五
万
円

・
夫
婦
者
の
場
合
一
〇
五
万
円

・
夫
婦
と
子
供
一
人
の
場
合

一
四
〇
万
円

・
夫
婦
と
子
供
2
人
の
場
合

一
七
五
万
円

（
配
偶
者
に
収
入
が
な
く
、
子
供

が
特
定
扶
養
親
族
に
該
当
し
を
い

場
合
で
す
。
）

を
お
、
社
会
保
険
料
控
除
、
生

命
保
険
料
控
除
や
損
害
保
険
料
控

除
が
あ
れ
ば
、
さ
ら
に
こ
の
金
額

に
上
積
み
と
在
り
ま
す
。

○
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
（
給
与
所
得
者
）

の
所
得
税
は
、
年
末
調
整
に
よ
っ

て
精
算
さ
れ
る
の
が
普
通
で
あ
り
、

確
定
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

㌔

◇
昨
年
と
比
べ
て
変
わ
っ
た
点
◇

①

個
人
年
金
保
険
料
に
係
る
生
命
保
険
料
控
除
の
控
除
限
度
額

が
、
5
万
円
　
（
改
正
前
5
千
円
）
　
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

・川・叫軍⑳

養
控
除
が
受
け
ら
れ
る
控
除
対
象

配
偶
者
や
扶
養
親
族
に
該
当
す
る

人
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
そ
の

人
の
所
得
が
公
的
年
金
等
に
か
か

る
雑
所
得
だ
け
で
あ
る
場
合
に
は
、

⑤

そ
の
年
中
の
公
的
年
金
等
の
収
入

金
額
が
一
七
五
万
円
（
年
齢
六
十

五
歳
未
満
で
あ
る
と
き
に
は
一
〇

五
万
円
）
　
以
下
の
人
と
在
り
ま
し

た
。

こ
の
改
正
に
よ
り
、
一
般
の
生

命
保
険
料
及
び
個
人
年
金
保
険
料

に
係
を
生
命
保
険
料
控
除
の
控
除

②

限
度
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て

年
間
最
高
5
万
円
（
両
者
合
計
最

高
10
万
円
）
－
と
な
り
ま
し
た
。

特
約
付
個
人
年
金
保
険
契
約
等
に
係
る
保
険
料
又
は
掛
金
の

う
ち
特
約
部
分
以
外
の
保
険
料
又
は
掛
金
が
個
人
年
金
保
険
料

に
係
る
生
命
保
険
料
控
除
の
対
象
に
加
え
ら
れ
ま
し
た
。

住
宅
取
得
等
特
別
控
除
制
度
に
つ
い
て
、
そ
の
通
用
の
対
象

と
な
る
増
改
築
等
の
範
囲
が
拡
大
さ
れ
る
と
と
も
に
、
そ
の
控

除
期
間
が
6
年
　
（
改
正
前
5
年
）
　
に
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
制
度
の
適
用
期
限
が
平
成
三
年
十
二
月
三
十
一

口
ま
で
2
年
間
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
改
正
に
よ
り
、
こ
の
住
宅
　
　
金
額
要
件
が
「
二
〇
〇
万
円
を
超

を
お
、
特
約
部
分
の
保
険
料
又
　
　
命
保
険
料
に
係
る
生
命
保
険
料
控

は
掛
金
に
つ
い
て
は
、
一
般
の
生
　
　
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

⑨

取
得
等
（
増
築
、
改
築
、
大
規
模

な
修
繕
及
び
大
規
模
を
模
様
替
え

で
〓
正
の
要
件
を
満
た
す
も
の
）

の
工
事
費
用
に
つ
い
て
は
、
そ
の

え
る
も
の
」
と
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
こ
れ
が
　
「
一
〇
〇
万
円
を
超

え
る
も
の
」
　
に
緩
和
さ
れ
ま
し
た

◇
納
税
相
談
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

寡
婦
控
除
　
（
特
別
の
寡
婦
控
除
）
　
又
は
寡
人
控
除
の
適
用
を

受
け
る
際
の
所
得
者
本
人
の
合
計
所
得
金
額
の
限
度
額
が
五
〇

〇
万
円
　
（
改
正
前
三
〇
〇
万
円
）
　
以
下
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。

し
か
し
、
次
の
よ
う
を
人
は
申
告
　
④

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

・
給
与
の
年
収
が
一
千
五
百
万
円

を
越
え
る
人

・
給
与
以
外
の
所
得
が
2
0
万
円
を

越
え
る
人

・
2
か
所
以
上
か
ら
給
与
を
も
ら

っ
て
い
る
人

豪
的
年
金
等
に
係
る
公
的
年
金
等
控
除
の
最
低
保
障
額
が
こ

れ
ま
で
の
一
二
〇
万
円
　
（
年
齢
六
十
五
歳
未
満
の
人
は
六
卜
万

円
）
　
か
ら
一
四
〇
万
円
　
（
年
齢
六
十
五
歳
未
満
の
人
は
ヒ
ト
万

円
）
　
に
引
き
上
が
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
改
正
に
よ
り
、
公
的
年
金
　
　
等
の
受
給
者
で
配
偶
者
控
除
や
扶

町
で
は
、
納
税
相
談
を
別
表
の

日
程
で
行
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

申
告
に
は
次
の
も
の
が
必
要
で

す
の
で
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

○
申
告
書
を
お
送
り
し
て
い
る
人

は
必
ず
そ
の
申
告
書

○
印
鑑

○
給
与
な
ど
の
あ
る
人
は
　
「
源
泉

徴
収
票
」

○
雑
損
控
除
を
受
け
る
人
は
　
「
被

害
を
受
け
た
住
宅
家
財
の
明
細
書
」

○
医
療
費
控
除
を
受
け
る
人
は

「
支
払
っ
た
医
原
資
の
領
収
・
明

細
書
、
保
険
を
ど
で
補
て
ん
さ
れ

る
金
額
の
明
細
書
」

○
生
命
保
険
料
控
除
・
損
害
保
険

料
控
除
の
あ
る
人
は
　
「
支
払
い
保

険
料
の
証
明
書
」

○
住
宅
所
得
控
除
を
受
け
る
人
は

「
登
記
簿
謄
本
」
　
「
住
民
票
の
写

し
」
「
売
買
契
約
書
」
「
住
宅
取
得

に
係
る
融
資
額
の
残
高
証
明
書
」

Soumu
四角形

Soumu
四角形

Soumu
四角形



危
険
物
安
全
週
間
　
標
語
募
集

第240号

「
ラ
ジ
オ
で
キ
ャ
ッ
チ
」

江
府
町
を
招
．
介

山
陰
放
送
の
ラ
ジ
オ
番
組
の
中

で
、
江
府
町
が
紹
介
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

◇
番
組
名

「
わ
が
町
バ
ン
ザ
イ
」

～
パ
ー
ト
Ⅲ
～

◇
放
送
日
時

2
月
1

1
日
（
月
）
～
1
5
日
（
金
）

の
午
後
3
時
1

0
分
頃

◇
放
送
時
間

4
～
5
分
程
度

◇
内
容

毎
日
テ
ー
マ
別
に
、
町
民
又
は

町
出
身
の
方
に
電
話
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
を
し
て
、
町
の
紹
介
が
行

な
わ
れ
ま
す
。

危
険
物
安
全
週
間
（
6
月
第
2

週
）
の
推
進
の
た
め
、
危
険
物
（
ガ

ソ
リ
ン
・
灯
油
・
ベ
ン
ジ
ン
を
ど
）

災
害
の
防
止
及
び
危
険
物
取
扱
い

の
安
全
を
呼
び
か
け
る
標
語
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

①
応
募
資
格

年
齢
、
職
業
、
性
別
等
の
制
限

は
あ
り
ま
せ
ん
。

②
応
募
方
法

＊
ハ
ガ
キ
一
通
に
、
標
語
一
つ

を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

＊
応
募
作
品
は
未
発
表
の
も
の

に
限
り
ま
す
。

＊
ハ
ガ
キ
に
は
、
標
語
の
ほ
か

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号
を

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

③
し
め
き
り

平
成
3
年
2
月
2

8
日
（
木
）
ま

で
に
到
着
し
た
も
の
に
限
り
ま

す
。

④
表
彰
等

最
優
秀
作
1
点
（
消
防
庁
長

官
賞
、
副
賞
2

0
万
円
）

優
秀
作
1
点
（
協
会
理
事

長
賞
、
副
賞
1

0
万
円
）

優
良
作
1
0
点
（
記
念
品
）

⑤
送
り
先
及
び
同
い
合
わ
せ
先

番
一
〇
五
東
京
都
港
区
虎
ノ
門

二
丁
目
9
番
1

6
号

日
本
消
防
会
館
9
階

（
財
）
全
国
危
険
物
安
全
協
会

℡
0
3
・
3
5
9
7
・
8
3
9
3

西
部
広
域
火
葬
場

四
月
業
務
開
始

西
部
広
域
行
政
管
理
組
合
で
は
、

組
合
営
火
葬
場
を
平
成
3
年
4
月

1
日
か
ら
の
業
務
開
始
に
向
け
、

最
終
段
階
の
準
備
を
進
め
て
お
り

ま
す
。

新
し
い
火
葬
場
は
、
西
部
1

3
市

町
村
（
境
港
市
を
除
く
）
住
民
の

皆
様
の
要
望
に
よ
り
、
地
元
住
民

の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
平
成
元
年

鰯
⑳

に
む
け
準
備
中

度
か
ら
平
成
3
年
度
ま
で
の
3
か

年
継
続
事
業
と
し
て
、
現
在
あ
り

ま
す
米
子
市
営
斉
場
の
位
置
に
建

設
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
火
葬
場
利
用
に
つ
い
て

の
手
続
き
、
利
用
料
金
を
ど
火
葬

場
の
運
営
に
つ
い
て
の
詳
し
い
内

容
は
、
3
月
号
に
掲
載
す
る
予
定

に
し
て
お
り
ま
す
。

平
成
三
年
度
訓
練
生
募
集

◎
養
成
訓
練
生
（
蜘
謂
讐
埴
…
た
だ
し
自
動
車
）

●
訓
練
科
、
定
員

計

盲目 0 服

訓
蛋動

空車

責整

ヲ備

A
飾
ビ

事 ジ 練

務
ネ
ス 科

三科 科 科

35 9 16 10 蓋走

人 人 人 人
蓬貞

高
等
学
校
卒
業
者
（
卒
業
見
込

み
の
者
を
含
む
。
）
又
は
こ
れ
と

同
等
以
上
の
技
能
習
得
能
力
を
有

す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
で
原
則
と

し
て
年
齢
が
満
三
十
才
以
下
（
平

成
3
年
4
月
1
日
現
在
）
の
者
。

た
だ
し
、
自
動
車
整
備
科
は
、

高
等
学
校
卒
業
者
（
平
成
3
年
3

月
卒
業
見
込
み
を
含
む
。
）
以
上

の
者
に
限
る
。

◎
能
力
再
開
発
訓
練
生
（
訓
練
期
間
妄
）

●
訓
練
科
、
定
員

計

建

築

科

服
飾
ビ
ジ
ネ

ス
科

訓

練

科

30 10 20 走

人 人 人 貞

●
応
募
資
格

年
齢
が
糾
歳
以
下
（
平
成
3
年

4
月
1
日
現
在
）
で
次
の
要
件
を

充
た
し
て
い
る
者
で
あ
れ
ば
性
別

は
問
い
ま
せ
ん
。

（
1
）
建
築
科

中
学
校
卒
業
以
上
の
者

（
2
）
服
飾
ビ
ジ
ネ
ス
科

高
等
学
校
卒
業
者
ま
た
は
、
こ

れ
と
同
等
以
上
の
技
術
習
得
能
力

を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
。

い
づ
れ
も

◎
受
付
期
間

平
成
3
年
3
月
1

5
日
（
金
）
ま
で
。

◎
入
校
選
考

平
成
3
年
3
月
2

2
日
（
金
）

詳
細
に
つ
い
て
は
、
左
記
に
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

※
鳥
取
県
立
米
子
専
修
職
業
訓
練
校

〒
6
8
3

米
子
市
夜
見
町
3
0
0
1
－
8

℡
0
8
5
9
（
2
4
）
0
3
7
1

※
米
子
職
業
安
定
所
根
雨
出
張
所

℡
0
8
5
9
（
7
2
）
0
0
6
5

Soumu
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平
成

三
年
は
未
年
で
す
。

羊
は
、
「
お
と
な
し
い
」

「
柔
順
」
「
群
れ
に
な
る
」
を
ど
の

イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
何
よ

り
も
わ
た
し
た
ち
が
実
感
で
き
る

の
は
、
ウ
ー
ル
の
セ
ー

九
年
、
推
古
天
皇
の
時
代
に
、
百

済
か
ら
二
兎
の
羊
が
贈
ら
れ
た
と
、

日
本
書
紀
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
羊
は
乾
塊
し
た
風
土
が

好
き
を
の
で
、
日
本
の
気
候
に
合

タ
ー
や
皮
製
品
の
肌
ぎ

わ
り
と
温
か
さ
で
す
。

羊
は
紀
元
前
六
千
年

ご
ろ
、
家
畜
化
さ
れ
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

馬
が
家
畜
化
さ
れ
た
の

が
、
紀
元
前
三
千
～
四

千
年
ご
ろ
で
す
か
ら
、

羊
と
人
間
の
付
き
合
い

は
、
か
を
り
長
い
こ
と

に
な
り
ま
す
。

日一
▼
あ
ざ

本
に
は
、
羊

に
ま
つ
わ

る
諺
が
あ
ま
り
多
く
あ

り
ま
せ
ん
。

す
ぐ
に
思
い
つ
く
と

こ
ろ
で
は
、
「
羊
の
皮
を

着
た
禦
「
肇
和
独
郎
」

く
ら
い
の
も
の
で
す
。

今　年　毛ま　末　年

明
治
柳
摘
録
錆

み
ま
し
た
が
失
敗
。
そ
の
後
、
軍

服
を
ど
の
製
造
の
た
め
に
、
羊
の

飼
育
が
奨
励
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

戦
後
は
農
家
の
副
業
と

し
て
、
多
い
と
き
は
百

万
頭
も
飼
育
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
現

在
の
飼
育
頭
数
は
、
北

海
道
や
東
北
な
ど
を
中

心
に
、
三
万
七
百
頭
ぐ

ら
い
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

最
近
で
は
、
全
国
各
地

雪
国
の
小
正
月
の
行
事
で
、
特

に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
が
、
秋

田
県
横
手
市
の
か
ま
く
ら
で
す
。

雪
で
か
ま
ど
型
の
雪
洞
を
作
り
、

圭
巨
㍉
喜
∴
㌍
㍉

曲
が
り
く
ね
っ
た
山
道

を
「
羊
腸
」
と
表
現
し
ま
す
が
、

こ
れ
は
ち
ょ
っ
と
古
臭
い
感
じ
が

し
ま
す
ね
。

で
は
、
を
ぜ
羊
に
関
す
る
諺
が

少
を
い
の
で
し
ょ
う
。
西
暦
五
九

や
†
す

わ
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
あ
ま

り
繁
殖
し
を
か
っ
た
よ
う
で
す
。

そ
の
た
め
、
欧
米
の
よ
う
に
諺
が

多
く
を
い
の
だ
ろ
う
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

で
観
光
牧
場
な
ど
の
整

備
が
進
み
、
子
供
た
ち

が
羊
を
見
る
機
会
は
増

え
ま
し
た
。

羊
毛
は
、
天
然
繊
維

の
人
気
上
昇
で
、
日
本

で
の
需
要
が
増
え
て
い

ま
す
。
外
国
産
が
中
心

で
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

や
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

な
ど
か
ら
輸
入
し
て
い

ま
す
。

さ
て
、
「
一
年
の
計
は
元
旦
に
あ

り
」
と
い
い
ま
す
。
今
年
の
目
標

を
決
め
、
”
迷
え
る
羊
〃
　
に
在
ら

な
い
よ
う
、
ス
タ
ー
ト
を
切
り
た

い
も
の
で
す
。

そ
し
て
、
子
供
た
ち
が
そ
の
な
か

に
入
っ
て
こ
た
つ
を
囲
み
、

も
ち
を
焼
い
て
食
べ
た
り
、

甘
酒
を
飲
ん
だ
り
し
ま
す
。

大
人
た
ち
は
、
も
ち
や
さ

い
銭
を
持
っ
て
か
ま
く
ら
を

訪
れ
、
子
供
た
ち
は
甘
酒
を

振
る
舞
い
ま
す
。

こ
の
行
事
を
、
な
ぜ
か
ま

く
ら
と
い
う
の
か
は
は
っ
き

り
し
な
い
よ
う
で
す
。
た
だ

鳥
追
い
の
歌
の
歌
い
出
し
に
、
か

ま
く
ら
と
い
う
言
葉
が
あ
る
と
こ

ろ
か
ら
、
鳥
追
い
の
行
事
と
関
係

が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

横
手
の
か
ま
く
ら
は
、
最
近
は

観
光
行
事
に
も
な
っ
て
い
て
、
市

内
に
二
百
個
も
の
か
ま
く
ら
が
作

ら
れ
、
九
州
や
関
西
方
面
か
ら
の

団
体
客
も
く
る
そ
う
で
す
。

ま
た
、
雪
祭
り
の
行
事
の
一
つ

と
し
て
、
か
ま
く
ら
を
作
る
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
す
。
観
光
用
の
か
ま

く
ら
を
長
持
ち
さ
せ
る
た
め
に
、

な
か
に
金
網
の
か
ご
の
よ
う
な
も

の
を
入
れ
、
そ
の
上
に
雪
を
か
ぶ

せ
る
方
法
も
あ
る
そ
う
で
す
。

料
理
の
飾
り
に
も
、
か
ま
く
ら

が
流
行
し
て
い
ま
す
。
か
ま
く
ら

型
の
氷
の
な
か
に
刺
身
を
入
れ
て
、

皿
に
の
せ
る
の
で
す
。
刺
身
が
よ

く
冷
え
て
、
お
い
し
く
食
べ
ら
れ

ま
す
。
最
近
は
、
刺
身
用
の
ガ
ラ

ス
の
か
ま
く
ら
も
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
一
月
二

こ、一芸ク戸

十
四
～
三
十
日
は
、
「
全

国
学
校
給
食
週
間
」
　
で

す
。
学
校
給
食
の
意
義
、

役
割
へ
の
理
解
と
関
心

を
深
め
、
一
層
の
充
実

を
図
る
た
め
に
、
「
我

が
校
の
自
慢
料
理
」
な

ど
の
行
事
が
、
各
地
で

行
わ
れ
ま
す
。
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奥
大
山
チ
ロ
ル
の
里
だ
よ
り
飢

丁－∴言丁二

町ひとつくり碓濃紫鵠愈・。
ヰ学務・森山史太ム弛域娠一

町獲ヶ態麻原　㌔∧遽ヽ．

く大会開催地〉

ヽ　　－へ

汀膚町の蝕■－．

い　●

．＿＿＿こ∴‥日．‥＿＿＿

地
域
の
自
然
を
活
か
し

「
ス
キ
ー
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
を
開
催

第240号

大
山
ス
キ
ー
場
は
西
日
本
で
も

有
数
の
ス
キ
ー
場
で
あ
り
、
各
地

か
ら
多
く
の
ス
キ
ー
ヤ
ー
が
訪
れ

て
い
る
。
町
内
に
も
規
模
は
小
さ

い
が
奥
大
山
・
鏡
ケ
成
ス
キ
ー
場

を
有
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
ス
キ

ー
場
は
大
山
圏
内
で
も
積
雪
及
び

期
間
と
も
優
れ
て
い
る
。

こ
の
様
を
自
然
特
性
を
描
か
し

て
多
数
の
町
民
が
そ
れ
ぞ
れ
の
分

野
で
力
を
合
わ
せ
て
、
鏡
ケ
成
を

中
心
と
し
た
広
大
な
自
然
を
利
用

し
て
　
「
チ
ロ
ル
の
里
全
国
ス
キ
ー

マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
を
三
月
十
日
に

開
催
す
る
運
び
と
在
り
現
在
参
加

者
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
大
会
の
開
催
に
は
、
奥
大

山
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
・
ひ
と
づ
く
り

事
業
推
進
委
員
会
を
は
じ
め
多
数

の
ご
協
力
を
得
て
行
い
ま
す
。
町

民
の
皆
様
の
ご
支
援
も
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

江
府
町
チ
ロ
ル
の
里

全
国
ス
キ
ー
マ
ラ
ソ
ン

大
会
要
項

‘洗簡本社・萌や冒新聞米了支局・懐舶
終車粂新報彼・加除中火テレビ謙譲栄華ユ玄昼・山

準村・ユ暦町体育協会・江府町聴工会・江府和泉叢
号締人連絡協議会・奥大山スキークラブ▲ハムタラー

ルの里生民ストマチ1雀底金策行報会」嶋

◇
期
日

平
成
3
年
3
月
1

0
日
（
日
）

◇
会
場

鏡
ケ
成
コ
ー
ス

（
鏡
ケ
成
国
民
休
暇
村
周
辺
）

◇
種
目

①
歩
く
ス
キ
ー
の
部
（
3
h
）

定
め
ら
れ
た
コ
ー
ス
を
自
分
の

ペ
ー
ス
で
完
走
す
る
。
前
日
に

事
前
講
習
会
を
行
う
。
初
心
者
、

家
族
連
れ
で
参
加
し
て
下
さ
い
。

②
5
加
の
部
（
中
学
女
子
、
小
学

男
子
、
小
学
女
子
）

③
10
加
の
部
（
一
般
女
子
、
高
校

女
子
、
中
学
男
子
）

■
芯
－
い
・
目
頭

（〆▲斯

二

＿宇土竿コ

④
1
5
加
の
部
（
高
校
男
子
、

男
子
）

⑤
30
加
の
部
（
一
般
男
子
）

一
般

高
校
生

小
・
中
学
生

ヽ　　　　ヽ

〇五
〇〇
〇〇
円円

鳥
取
県
内
選
手
は
ポ
イ
ン
ト
レ

ー
ス
と
な
り
ま
す
。
（
ス
キ
ー
検

査
を
行
い
ま
す
。
）

◇
参
加
資
格

①
小
学
生
以
上
性
別
を
問
い
ま
せ

ん
。

②
初
心
者
も
歓
迎
し
ま
す
。

◇
参
加
費

大
　
人

二
、
〇
〇
〇
円

◇
募
集
人
員

先
着
七
〇
〇
名

◇
申
し
込
み

し
め
き
り

平
成
3
年
2
月
1

0
日
必
着

申
込
方
法

所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
次
の
と
こ
ろ
へ

郵
便
で
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

空
ハ
八
九
－
四
四

噂
⑳

鳥
取
県
日
野
部
江
府
町
江
尾

江
府
町
教
育
委
員
会
内

「
江
府
町
チ
ロ
ル
の
里
ス
キ
ー

マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
実
行
委
員
会

事
務
局

◇
問
い
合
わ
せ

詳
し
い
こ
と
は
、
同
事
務
局
に

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

曽
0
8
5
9
・
7

5
・
2
2
2
3

及
び
2
2
1
1

（
問
い
合
わ
せ
は
、
午
前
9
時
～

午
後
5
時
ま
で
）

Soumu
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紗

⑳

▽
保
健
婦
よ
り
ひ
と
こ
と
…
（
成
分
）
献
血
に
ご
協
力
を
／

あ
を
た
は
、
献
血
さ
れ
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
か
？

江
府
町
で
平
成
元
年
度
献
血
さ

れ
た
方
は
、
延
べ
百
十
三
人
で
し

た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

人
の
血
液
は
、
献
血
で
し
か
賄

え
を
い
今
、
献
血
は
、
気
軽
に
で

き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
も
い

え
ま
す
。
又
、
貧
血
・
血
圧
・
血

液
検
査
な
ど
が
で
き
ま
す
の
で
、

自
分
の
健
康
管
理
に
役
立
て
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

今
回
は
、
献
血
に
つ
い
て
知
っ

て
も
ら
い
、
一
人
で
も
多
く
の
方

へ
協
力
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

江
府
町
に
は
、
年
三
回
～
四
回

献
血
車
が
巡
回
し
て
き
ま
す
。
そ

の
献
血
会
場
に
直
接
出
む
い
て
も

ら
い
ま
す
と
、
血
圧
測
定
と
簡
単

な
血
液
検
査
が
あ
り
、
採
血
さ
れ

ま
す
。こ

う
し
て
採
血
さ
れ
た
血
液
を
、

昔
は
、
そ
の
ま
ま
輸
血
す
る
の
が

ほ
と
ん
ど
で
し
た
が
、
今
で
は
赤

血
球
・
血
小
板
・
血
し
ょ
う
そ
ど

の
成
分
に
分
け
、
患
者
が
必
要
と

す
る
成
分
だ
け
を
輸
血
す
る
成
分

輸
血
が
行
を
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
成
分
輸
血
の
長
所
は
、

①
心
臓
を
ど
循
環
系
へ
の
負
担
が

少
を
く
て
す
む
。

②
不
必
要
な
成
分
の
輸
血
に
よ
る

副
作
用
を
未
然
に
防
ぐ
。

③
一
人
分
の
血
液
を
有
効
に
利
用

で
き
て
無
駄
が
を
い
。

を
ど
や
す
。

現
在
、
全
血
製
剤
と
血
液
成
分

製
剤
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
を
献

血
で
ま
か
李
え
ま
す
が
、
血
し
ょ

う
分
画
製
剤
に
つ
い
て
は
そ
の
原

料
お
よ
び
製
品
の
ほ
と
ん
ど
を
輸

入
に
た
よ
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
登
場
し
た
の
が
、
成
分

献
血
で
す
。
こ
れ
は
需
要
の
多
い

血
液
成
分
（
血
し
ょ
う
・
血
小
板

を
ど
）
を
採
血
し
て
、
赤
血
球
を

ど
の
そ
の
外
の
成
分
を
献
血
者
の

体
内
に
お
返
し
す
る
方
法
で
す
。

最
も
回
復
の
遅
い
赤
血
球
を
体
内

に
返
す
こ
と
に
よ
り
、
献
血
者
の

身
体
の
負
担
は
少
を
く
て
す
み
ま

す
。
献
血
し
て
い
た
だ
い
た
血
し

ょ
う
は
、
さ
ら
に
成
分
ご
と
に
精

製
さ
れ
て
貴
重
を
血
し
ょ
う
分
画

製
剤
が
つ
く
ら
れ
ま
す
。

成
分
献
血
は
、
新
し
い
有
効
な

方
法
を
の
で
す
が
、
事
前
の
健
康

診
査
（
心
電
図
・
尿
・
血
液
検
査

を
ど
）
が
必
要
な
こ
と
、
装
置
が

必
要
を
の
で
、
町
内
巡
回
が
で
き

に
く
い
こ
と
、
献
血
に
四
十
分
ぐ

ら
い
必
要
を
こ
と
を
ど
か
ら
、
事

前
に
登
録
し
、
設
備
の
整
っ
た
施

設
で
献
血
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

江
府
町
で
も
平
成
二
年
十
二
月

七
日
、
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
で
十

二
名
の
方
が
成
分
献
血
に
協
力
し

て
下
さ
い
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

〔
成
分
献
血
協
力
者
〕
－
敬
称
略
－

あなたに適した方法で．（／
献血基準
話 ＼竺 200me 400me 成分献血

年　 令 16～64歳 18～46歳 18～64歳＊

体　 重 男子45k9以上
女子40k9以上 男女とも50也以上

献　 血 男女とも 男子 3 ケ月以上
1～ 2 週間＊間　 隔 1 ケ月以上 女子 4 ケ月以上

年間献
血上限

200m8・400m8　献血合せて
12～24回＊男子 1，200m8以内

女子　　 800m8以内

井
　
上
　
あ
け
み

瀬
　
島
　
明
　
正

太
　
田

梅
　
林

西
　
岡

遠
　
藤

山
　
川

＊は成分により異なる

矢松塚岡下

垣田原原下

憤俊　雄吉浩　　浩茂

厚樹
ム
ロ

．
Y
l

功市正成守二二

献
血
者
よ
り
ひ
と
こ
と

「
私
は
、
1
8
才
の
頃
か
ら
友
達

と
競
争
す
る
よ
う
な
形
で
献
血
を

始
め
、
約
1
0
年
間
で
3
3
回
の
献
血

を
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
1
2
月
に
は
、
初
め
て
成
分

献
血
を
行
い
、
不
安
も
あ
り
ま
し

た
が
、
時
間
が
4
0
分
程
度
か
か
る

以
外
は
普
通
の
献
血
と
あ
ま
り
変

わ
ら
ず
、
そ
ん
を
に
苦
痛
は
感
じ

ま
せ
ん
で
し
た
。

だ
れ
か
の
役
に
立
っ
て
い
る
だ

ろ
う
「
私
の
血
」
、
そ
う
思
う
と

楽
し
い
気
が
し
ま
せ
ん
か
。
先
日

も
血
液
の
生
化
学
検
査
通
知
に
書

い
て
あ
っ
た
「
あ
な
た
の
貴
重
を

血
液
は
○
○
病
院
の
○
○
さ
ん
に

使
用
さ
れ
ま
し
た
」
と
あ
り
、
少

し
ほ
っ
と
し
た
気
が
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
年
に
1
回
く
ら

い
は
献
血
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
」

（
江
府
町
役
場
　
塚
原
　
守
㌔
）

諸
〟
ア

Soumu
四角形

Soumu
四角形

Soumu
四角形



人の動き

妻
本佐大貝

河
四川原田

森
田
汎
江
6
5
歳
金
重
宅

亀
田
柴
重
8
2
歳
好
美
宅

清
水
等
子
8
9
歳
　
隆
宅

清
水
貞
女
9
1
歳
純
子
宅

．
「
」

と

し

（
敬
称
略
）

□
お
誕
生
お
め
で
と
う

佐
　
川
　
喜
多
村
智
美

文
彦
、
里
美
　
長
女

▽
ご
結
婚
を
祝
し
ま
す

が

　

　

　

は

糾

　

　

凱

「

．

‥

、

J

L

12月中寄託分

砂
口
　
　
賢

遠
藤
　
佳
子

清
家

奥
井

㌫
）

山
本
　
光
雄

吉
田
　
淑
業

種
　
　
淳
次

藤
田
　
順
子

宇
田
川
道
夫

鷲
塚
　
千
晶

江
尾

米
子
市
か
ら

愛
媛
県
北
宇
和
郡

武
庫
か
ら

俣
野

●
香
典
返
し
と
し
て

新
一
　
宮
本
　
雅
昭
　
様

（
二
女
恵
里
様
ご
逝
去
）

貝
　
田
　
　
森
田
　
金
重
　
様

（
妻
汎
江
様
ご
逝
去
）

洲
河
崎
　
　
浦
部
　
徳
郎
　
様

（
父
孝
夫
様
ご
逝
去
）

大
河
原
　
　
亀
田
　
好
美
　
様

（
父
柴
重
様
ご
逝
去
）

最
八
踊
描
）

横
浜
市
保
土
ヶ
谷
区
か
ら
　
佐
　
川

米
子
市
か
ら

江
尾
　
　
　
　
　
　
本
　
四

武
庫

東
京
都
小
金
井
市
か
ら
　
本
一

美
用

西
伯
郡
西
伯
町
か
ら

清
水
　
　
隆
　
様

（
母
等
子
様
ご
逝
去
）

桜
井
　
友
与
　
様

（
夫
進
様
ご
逝
去
）

清
水
　
砂
男
　
様

（
父
長
年
様
ご
逝
去
）

池
の
内

佐
　
川

新
　
道

貝
　
田

御
　
机

武
　
庫

貝
　
田

佐
　
川

本
　
三

本
一

本
一

大
河
原

久
　
連

下
蚊
屋

本
　
五

第240号

■
ご
め
い
福
を
祈
り
ま
す

洲
河
崎
浦
部
孝
夫
7

9
歳
徳
郎
宅

□
内
祝
と
し
て

貝
　
田
　
　
岡
田
す
み
子
　
様

（
ご
本
人
様
退
院
）

上
⑳
・

加
藤
　
尊
男

（
ご
本
人
様
退
院
）

清
水
　
亮
恵

（
ご
本
人
様
退
院
）

大
塚
　
哲
也

（
ご
本
人
様
退
院
）

森
田
　
優
二

（
ご
本
人
様
退
院
）

林
　
　
義
美

（
ご
本
人
様
退
院
）

田
仲
　
碧

（
ご
本
人
様
退
院
）

谷
田
幸
代
治

（
ご
本
人
様
退
院
）

高
木
ひ
ろ
子

（
ご
本
人
様
退
院
）

樋
口
　
保
夫

（
ご
本
人
様
退
院
）

白
石
ひ
さ
よ

（
ご
本
人
様
退
院
）

藤
田
　
石
人

（
ご
本
人
様
退
院
）

野
田
　
正
博

（
ご
本
人
様
退
院
）

杉
原
　
覚
雄

（
ご
本
人
様
退
院
）

太
田
　
　
厚

（
ご
本
人
様
退
院
）

川

端

一

正

（
ご
本
人
様
退
院
）

様様様様様様様様様様様様様様様

平成3年度
…子供の国保育園入園説明会…

並びに身体検査のお知らせ
と　き　　平成3年2月7日休）

お昼12時30分から　受付　1時開会
ところ　　子供の国保育園
内　容　1）入園措置の説明

2）入園希望面接調査
3）身体測定並びに内診
4）保育用品の注文

注〕＊はじめて入園希望をされますお子様は全員、
内診等を行いますので一緒にお連れ下さい。

＊筆記用具・印鑑を持参して下さい。
＊内診等はお昼1時40分廟始の予定にしてい

ます。
＊農業従事の方は農業規模が判る様調べておい
て下さい。

経 田　　　　　　 a　　 牛 ・馬　　 頭
営 畑　　　　　 a　　　　 豚　　　 頭
規 果　　　 樹　　　 a　　　 その他
模 山林 ・原野　　　 a

…
江
府
町
社
会
福
祉
協
議
会
；
．

善
意
銀
行
受
払
報
告

1
、
十
一
月
末
累
計
額

一
、
六
八
四
、
七
〇
五
円

2
、
十
二
月
中
寄
託
額

三
三
五
、
〇
〇
〇
円

内
　
訳

香
典
返
し
　
一
三
〇
、
〇
〇
〇
円

内
　
　
祝
　
二
〇
五
、
〇
〇
〇
円

3
、
支
出
額

〇
円

4
、
十
二
月
末
累
計
額

二
、
〇
一
九
、
七
〇
五
円

平成3年2月開設

人権、行政、心配ごと相談所

と　　き　　2月13日（射
午前9時～正午

ところ　　日　輪　閣
相談員　　安江久夫人権擁護委員

野口　是人権擁護委員

Soumu
四角形


